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《今回のエピソード》
＃１嘔吐
＃２胃の拡張、遠位部狭窄【CT】

＃３夜間腹部激痛


《入院時現症》

＃４黄疸
＃５脱水
＃６腸音減弱
＃７腹部やや拡張


＃８びまん性・右上腹部に最強点を持つ圧痛


《検査・Laboratory Data》

＃10食道正常、胃が著しく拡張。蠕動は正常。十二指腸には7cmの狭窄。【上部消化管検査】

＃11Ht低下

《既往歴》

＃12潰瘍性大腸炎：3歳時診断。コントロール良好

《いままでの入院要約》

	入院
	T.B.
	D.B.
	Alb
	AST
	ALT
	Amy
	Lip
	ALP
	Ht
	WBC
	Plt
	ESR

	1
	
	
	
	
	
	1048
	904
	
	
	
	
	

	
	腹痛、掻痒、黄疸。ERCPで原発性硬化性胆管炎と診断。ステント留置。

	2
	腹痛→ERCP、ステント置換、括約筋切開術。発熱。腹部エコーで膵炎の既往？

	3
	発熱、腹痛。ステント異常なし。

	4
	腹痛、発熱→CTで急性胆嚢炎→緊急腹腔鏡胆嚢切除術

	5
	
	
	
	
	
	364
	
	459
	
	
	
	

	
	腹痛、発熱。ERCPで原発性硬化性胆管炎。ステント置換。

	6-1
	
	
	
	
	
	188
	50.5
	
	
	
	
	

	6-9
	
	
	
	
	
	147
	
	
	
	
	
	

	
	腹痛、便秘。

	7
	0.2
	
	2.7
	34
	
	166
	30.6
	255
	
	
	
	

	
	腹痛、guardingを伴ったびまん性圧痛。

	8
	6.5
	5.4
	
	20
	63
	
	
	347
	34.9
	12,5
	382
	107

	
	掻痒、黄疸、悪心、黒い尿。ERCPで原発性硬化性胆管炎、慢性膵炎。

	9-1
	15.9
	14.9
	2.3
	161
	220
	91
	13.1
	1225
	31
	10,1
	521
	

	9-6
	9.8
	9.4
	
	76
	88
	40
	7.5
	813
	
	
	
	

	
	腹腔鏡で腹膜癒着、胆汁うっ滞、膵臓は線維状で主膵管の拡張、近位の膵管は狭窄。
Peustow procedure施行。肝標本で肝外胆管の閉塞と原発性硬化性胆肝炎に合致する胆管の変化。ERCPを施行し、ステント留置。

	10
	12.7
	11.6
	1.9
	77
	94
	28
	3.7
	729
	24.5
	13,6
	296
	

	
	発熱、右肩に放散する腹痛、末梢浮腫。CTで胆管拡張・肝内にΦ1.5cmの低吸収域。発熱→血液培養でKlebsiella oxytoca。


